
 

【資料３-1】 

①社会インフラの老朽化 

②「道路や橋などのインフラが適切に管理されたまち」だと思

う市民の割合 R3：35.1％→R8：42.4％ 

 「住みたくない理由」：道路・下水道などの基盤が未整備・メ

ンテナンスされていない 21.1％ 

下水道の新規整備は概ね完

了を見据えて進めています

が、一方で、管きょの老朽化

が進んでいます。下水道使用

料は令和８年度と令和１１年

度に改定を行い増加する見

込みですが、人口減少や節水

機器の普及等により、中長期

的には減少していくと推測さ

れます。 

下水道計画区域の見直しによ

り、新規整備は今後少なくな

りますが、老朽化した管きょ

の計画的な改築や維持管理を

進めるとともに、効率的な事

業運営に努めていく必要があ

ります。 

 

現 状  課 題  

下水道等の計画的な改築・更新、適切な維持管理 

都市の健全な発達、公衆衛生の向上及び公共用水

域の水質保全を図るため、老朽化した管きょの改築・

更新を進めていきます。一方で、下水道整備を行っ

た区域における下水道未接続世帯等に対して接続依

頼を行うことや、不明水対策の実施など、効率的な

事業運営を図ります。 

下水道の「事業計画区域」又は「供用開始区域」以

外では、単独浄化槽から合併浄化槽への転換を促し

ます。 

取組の方向性  計画期間における重点事業  

事業名  

前原台団地の公共下水道整備 

 

計画名  期  間  

犬山市下水道事業経営戦略 R 7（2025）～R16（2034） 

犬山市公共下水道事業全体計画 － 

犬山市下水道ストックマネジメント計画 － 

 

【関係課ヒアリング】 

・下水道整備のあり方を検討し、下水道計画区域

を見直し（縮小）したことや使用料体系の改定を

行った。今後の方向性として老朽化対策が主と

なるため、記載の見直しを行う。 

犬山市総合計画後期基本計画 見直しの考え方 

引き続き、社会潮流や各種統計データ、市民アンケートの分析、タウンミーティングなどの市民意見などを踏まえて現状・課題を見直し、取組の方向性について新規追加を含めてブラッシュアップしていきます。 

今後４年間で特に必要な取組を見極めた上で、「重点的に行うべき取組」を重点事業として立案していきます。 

■基本計画の構成と見直しの考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■見直し例  施策 3-1  住環境・インフラ 

 

 

 

 

 

 

 

見直し・新規追加 

現 状  課 題  取組の方向性  

   

事業名  

 

 

計画名  期  間  

 － 

 

計画期間における重点事業  

①社会情勢の変化 

②各種統計データ （指標の達成状況） 

③市民アンケート 

④タウンミーティング 

（市長と車座トーク、中学生との未来ミーティング） 

･現状・課題の見直し、関係各課のヒアリング等を

行いながら、取組の方向性についてブラッシュ

アップ 

･今後４年間で特に必要な取組を見極めた上で、

「重点的に行うべき取組」を重点事業として立案 

・取組を実現するための個別計画について整理 

見直し・新規追加 見直し・新規追加 

第3回審議会までには
分析結果を反映予定 


